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増改築・リフォーム 

の種別 
－ 

新築・増改築 

・リフォーム 

のテーマ・特徴 

地方都市の駅前拠点の複合開発。商業、ホテル、集合住宅、医療施設のミクストユースの開発により、にぎわいとつながり

のあるまちづくりを行った。 

コンパクト＆スマートシティのモデルを目指し、エネルギーセンターのガスコジェネにより、温冷水と電気を効率的に供給。

歩行者ネットワークと広場の整備によるウォーカブルなまちづくり、地域生態系に配慮した緑化を行い、エリアマネジメン

トにより共用部の管理運営を行っている。 

採用された 

環境共生要素技術 

省エネ 
 街区全体でＣＯ２３５％削減をめざした、ガスコジェネのエネルギーセンター 

 複合開発によるエネルギー消費の平準化と効率化 

 BELS 最高等級（二重サッシ、Low-E 複層ガラス、パネルヒーター、熱交換型換気機器、ＬＥＤ照明） 

省資源  

親和性 
 地域生態系の調査に基づく、生態系に配慮した緑化計画 

 積雪シミュレーションによる雪庇の検証、風環境を緩和する針葉樹による防風植栽 

健康快適 
 積雪期も安全・快適に歩行できる空中歩廊とロードヒーティング（ウォーカブルなまちづくり） 

 街の入口に 2つの広場を整備して、賑わいと憩いのオープンスペース確保 

 エリアマネジメント活動による様々な人のつながりの醸成と地域連携 

先導事業・認定等 

の取得 

【集合住宅】平成 31年度超高層ZEH-M 実証事業（BELS 認証による ZEH-M Oriented） 

【エネルギーセンター】令和元年度 第 2回 国交省、サステナブル建築物等先導事業 

 

 

環境共生要素技術を 

導入した効果 

 生態系に配慮した緑化による鳥や蝶の飛来 

 安全・快適に歩行でき、病院のリハビリにも活用される空中歩廊 

 空中歩廊や広場の計画段階からのワークショップ開催による人のつながりの醸成と、工事中・完成後にイベントに活用 

（完成したばかりなので、省エネ効果については、検証中です） 
 

誰もが安心して快適に歩ける空中歩廊「アクティブリンク」 

ＡＩを駆使したＣＥＭＳで街区全体に電気・冷温水を効率よく供給 

街区外の再エネ電源と連携するエネルギーセンター 

緑の連続性に配慮した広場と、エネルギーセンターが入る建物 

生態系に配慮した緑化を解説するサインを広場に設置 


